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研究成果の概要（和文）：教育心理学分野で研究がすすんでいる「自己調整学習」の理論を、看護技術教育に取
り入れ、看護技術を効率的に修得するためのプログラムの開発をめざした。研究期間内にプログラムの提案まで
には至らなかったが、自己調整学習理論に基づく「看護技術学習方略尺度」を誰もが使用できるようにWeb上に
提示した。その回答結果は即座に回答者にフィードバックされ、過去の回答からの変化を可視化できるため、効
果的な学習方略を身に着けるための支援ツールとしての活用が期待できる。

研究成果の概要（英文）：We aimed to develop an program for efficient acquisition of nursing skills 
by incorporating the theory of "self-regulated learning," which has been researched in the field of 
educational psychology, into nursing skills education. Although we were not able to propose an 
program within the research period, we presented the "Nursing Skills Learning Strategy Scale" based 
on the theory of self-regulated learning on the Web so that anyone could use it. The results of the 
responses are immediately fed back to the respondents, and the changes from previous responses can 
be visualized, so the scale is expected to be used as a support tool for learning effective learning
 strategies.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
看護実践力の中核をなす看護技術を学生が修得できるように支援することは、看護基礎教育の中心課題といえ
る。看護技術の修得に繋がると考えられる看護技術学習方略を測定する尺度（看護技術学習方略尺度）を用いた
複数の調査を実施することにより、使用可能性を検討するための基礎資料を提示した。その上で、学習支援ツー
ルとして、「看護技術学習方略尺度」Web版を作成した。これにより、誰もがいつでも手軽に自分の看護技術の
学び方を振り返ることができ、経時的にその変化を把握できる。このツールを利用した研究を積み重ねること
が、看護技術修得の困難事例に対する問題解決につながると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
看護実践力の中核となる看護技術の修得は、学生時代のみならず看護師になってからも求め

られる学習課題である。しかし、その学習課題の到達を示す看護技術の修得状況は学習者により
個人差がみられ、修得に困難をきたす学習者が存在する。看護技術を修得するためには授業や研
修時間以外の自己学習が不可欠であることから、学習者の学び方に着目した。 
教育心理学分野では、学び方を「学習方略」という概念で「自己調整学習」理論の中で研究さ

れており、学習方略が学習成果に影響することが明らかになっている。その研究成果を看護学教
育分野に取り入れて考えると、看護技術の自己学習において学習者が用いる学習方略が学習成
果である看護技術の修得状況に影響すると推察される。そこで、申請者は看護技術の学習方略を
測定するための尺度として自己調整学習の考えに基づく「看護技術学習方略尺度」を開発した
（三吉・細田，2015）。しかし、その尺度を使用した研究はすすんでいないことから、その使用
可能性を確認する必要がある。その上で、看護技術学習方略尺度を用いた学習支援の可能性を検
討する。 
 
２．研究の目的 
本研究では、申請者が作成した看護技術学習方略尺度の信頼性・妥当性を確認した上で、学習

困難学生に対する看護技術修得支援プログラムを開発し効果を検証することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 (1)使用可能性の検討のための基礎資料となる「看護技術学習方略尺度」を用いた研究 
 「看護技術学習方略尺度を用いた複数の調査を実施したが、論文として結果が公表されている
2つの調査について方法を述べる。 
調査１：調査期間：2017 年 5月～8月。調査方法：無記名の自記式質問紙を用いた郵送調査。調
査対象者：全国の看護系大学から無作為に抽出した 45 大学に調査を依頼し、承諾の得られた 12
大学に在籍する 3 年次生 947 名。調査内容：4 下位尺度 17 項目からなる看護技術学習方略尺度
（得点範囲：1.00 点～6.00 点）と、看護技術の修得（40 項目）。分析方法：重回帰分析により
調査内容間の関係を分析した。 
 
調査 2：調査期間：2021 年 7 月。調査方法：紙媒体もしくは Web による無記名の質問紙調査。
調査対象者：東海地方の看護系大学 5 校に在籍する 1・2 年次生 824 名（入学後の全期間をコ
ロナ禍で過ごしている）。調査内容：看護技術学習方略尺度。 
 
 (2)学習支援に用いる「看護技術学習方略尺度」Web 版の作成 
 学習困難学生に対する看護技術修得支援プログラムの開発にいたる前段階として、学習支援
に用いるためのツールを作成した。Web 上で「看護技術学習方略尺度」に回答できるシステムを
作成した。 

 

４．研究成果 
 (1)「看護技術学習方略尺度」を使用した研究 
 「２．研究方法」で述べた 2つの調査の結果を述べる。 
調査１：有効回答数は 119 であった。看護技術学習方略尺度得点は 4.19 点であり、下位尺度で
は〔認知的方略〕が 4.50 点、〔ピア学習〕4.49 点と高かった。最小値は〔情動調整〕が全く使用
しないにあたる 1.00 点であった。看護技術学習方略は看護技術の修得に有意な影響（β＝.347）
を示し、下位尺度では〔情動調整〕に有意な影響（β＝.388）があった。 
 
調査 2：465 名を分析対象とした（回収率 58.0 ％、有効回答率 97.3 ％）。看護技術学習方略
尺度得点の中央値は 4.24 点、最小値は 1.12 点、最大値は 6.00 点であった。下位尺度得点の中
央値は 4.00～4.50 点、最大値は全て 6.00 点、最小値は〔計画・調整〕が 1.25 点、〔認知的志
向〕〔ピア学習〕〔情動調整〕が 1.00 点であった。学年別の 看護技術学習方略尺度得点の中
央値は、1年生が 4.18 点、2年生が 4.29 点であり、有意差はなかった。 
 
(2) 学習支援に用いる「看護技術学習方略尺度」Web 版の作成 
 Web 上で「看護技術学習方略尺度」に回答できるシステムを作成した（URL：http://www.nsls-
srls.jp/kangoWebQ/start.html?v=20230616195405）。これにより、自己調整学習にもとづく「看
護技術学習方略尺度」を誰もがどこででも使用できるようになった。回答結果は即座に回答者に
フィードバックされ、過去の回答からの変化を可視化できるため、効果的な学習方略を身に着け
るための支援ツールとしての活用が期待できる。 
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